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が明らかになっている。miRNAは約 22塩基からなる 1本鎖の non-coding RNAで，標的となる遺伝


















MC3T3-E1細胞に Wnt3aを過剰発現させたところ，ALP陽性細胞の増加と ALP mRNAの発現亢
進が認められたが，Col1，Runx2，OCN mRNAの発現は抑制された。 
miRNAプロファイル解析では，2倍以上発現が増加した miRNAが 14種，減少した miRNAが 21
種得られた。その中で発現量が高い miRNAを抽出し，リアルタイム PCRで有意な発現変動が確認











発現を亢進したが，miR-140-3p mimicの細胞導入は TGFβ3発現を抑制した。さらに，Dual-luciferase 
reporter assayで miR-140-3pが TGFβ3 mRNAの 3’UTRに直接結合することが明らかとなった。以上
の結果から，TGFβ3が miR-140-3pの標的遺伝子の 1つであることが確認された。 
miR-140-3pの機能を検討するため，miR-140-3p mimicを細胞導入したところ，ALP, Col1, Runx2 
mRNAでは対照群と比べて変化がなかったが，OCN mRNAでは有意な増加が認められた。さらに，
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